ミシュラン　パイロットパワー　テストレポート　第３回　07.09.10
今回は路面温度が比較的高い状況で、前回と同じ低中速コーナー主体のワインディングでのドライ性能レポートです。

■低中速ワインディングにて
前回同様に私のHPのお気に入りルート：朝練のコース。
出発前のタイヤの表情は前回の朝練終了時点のまま。
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ルートマップのように非常にクネクネした道で直線も長くありませんので回しても6000回転程度です。
同じコースを2回にわたって走行してきました。

走行していた時間帯の気温はどちらも３０～３３℃程度で、天候は曇りでした。
タイヤの傾向がつかめてきたこともあって前回の走行時より、ペースはほんの少し早め。
1 ワインディングを何往復かしても路面に対して粘るような感じはありませんでしたが、グリップはしっかりとした安心感がありました。

2 進入時のシフトダウンでリアが滑った時に、OEのディアブロコルサよりもロックしている時間が短いと感じました。
グリップ力が高いことによる差でしょうか？それでも唐突には感じなかったので焦るようなことはありませんでした。
何往復かして朝練コース60km＋往復20km。走行後のタイヤの表情です。Fr、Rrの順です。

1日目走行後
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２日目走行後

[image: image3.jpg]


[image: image4.jpg]



1日目の方が気温が高かったのでカスが多くついているようです。

ただ、減り方やカスの付き具合はOEのディアブロコルサと比べて大差ないように思います。

（以前乗っていたXJRのほうが車重がある分OEタイヤでも減り方が大きかったと思います）
